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1. 基礎知識                                                                               

企業活動の根本である製品やサービスに対する商標の権利を取得することは重要な事項である。出願

をしても、類似商標が先に出願および登録されていれば、一般的には登録が認められる可能性は低いと

考えられる。また、他人の商標と類似する標章を使用することにより、権利者から使用差止や損害賠償

の請求を受けるリスクがある。ネーミング段階や出願前に類似すると判断される可能性がある先行商標

（類似商標）調査を行うことは重要である｡ 

 

文字商標等の類似商標を検索するには、称呼（読み方）で検索することが重要である。J-PlatPat の

「称呼検索」でも類似商標を調べることができるが、民間事業者が提供している国内商標データベースに

は民間事業者が商標に対して独自に称呼を付与しているデータベースもあり、称呼での検索洩れのリス

クを減らすことが可能となる。また、部分一致（称呼の一部が一致）でも HIT することから、結合商標

（2 つ以上の語を組み合わせてなる文字商標）の要部が同一である商標も容易に調査することができ

る等の特徴がある。 

 

J-PlatPat には失効データは含まれないが、民間事業者が提供する国内商標データベースには明治 17

年以降の存続データだけでなく、失効データを収録しているものもある。失効データも調査対象とすること

により、識別力の有無や類否判断、使用可能性等の判断材料となりうる商標を抽出することができる。 

 

2. J-PlatPat での称呼検索                                                           

検索事例を挙げ、J-PlatPat と民間事業者が提供しているデータベースの称呼検索例を紹介する。 

 

J-PlatPatで称呼（読み方）から文字を含む商標を検索できる「称呼検索」で検索する。J-PlatPatで

の称呼検索では称呼を全角カタカナ入力する。称呼は二つまで入力できる。さらに、区分（国際分類）

もしくは類似群コードで絞り込むことができる。検索事例では称呼として「クワッド」、類似群コードを

11A06 に限定して検索したところ、４件がヒットした。 

日本において使用を予定している文字商標の出願を検討している。類

似商標が先に出願および登録されているか、検索漏れのリスクを軽減

する方法はないだろうか。 

Q 
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J-PlatPat 称呼検索画面 

 

「類似群コード」とは、互いに類似関係にある商品や役務を一つのグループにまとめたコードである。国内

商標を調べるには「類似群コード」を使用することが望ましい。「類似群コード」は J-PlatPat の「類似商

品・役務審査基準」で確認することができる。 

 

類似群コード 11A06 
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3. 民間事業者が提供する商標データベースでの称呼検索                                    

民間事業者が提供する商標データベースでの検索事例を紹介する。J-PlatPat での検索事例と同様、

称呼を「クワッド」、類似群コードを 11A06 で検索すると検索結果では、全体として 27 件 HIT し、内

17件がすでに失効、10件が存続中の商標が HIT した。 

 

民間事業者が提供する商標データベースでの検索条件およびヒット件数 

 

HIT件数が J-PlatPat より多いのは、民間事業者が提供する商標データベースには特許庁称呼に加え、

独自に付与する称呼を収録していることと、J-PlatPat には収録されていない失効データ（失効データを

排除することも可能）が含まれるためである。失効データは識別力の有無を判断する際等に有効である。

また、民間事業者が提供する商標データベース検索では、組わせて使用できる検索項目も多いことから、

複雑な検索条件を設定することも可能である。 

 

特許庁称呼と独自に付与している称呼の違い 

※独自称呼・特許庁称呼とも収録されている 

民間事業者 
称呼 
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上記事例のように、同一商標でも特許庁による称呼付与にはゆらぎがある。称呼を独自に補完されてい

ることにより、検索漏れのリスクを小さくすることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

J-PlatPatの「称呼検索」から類似商標を検索することができるが、民間事業者が提供

する商標データベースで調査すると、検索漏れのリスクを軽減できたり、J-PlatPat には

収録されていない失効データを確認できたり、複雑な検索条件を設定したりすることが

できる。 

Point 


